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１ はじめに 

明石工業高等専門学校は、テーマⅠ（アクティブラーニング）の採択を受け、「15歳からのイノベ

ーティブエンジニアの育成」と題し、感情に着目したアクティブ・ラーニングによるAbilityと
Competencyの向上を目指して取り組みを実施してきた。本取り組みでは、「学生の感情」に焦点を当

て、学生に興味や知る喜びと言ったポジティブな感情を起こさせる授業法を実践し、学生の主体的学

修を促してきた。一方、ポジティブな感情だけでなく、不安や怒りなどネガティブな感情も生まれる

環境（特にPBL型授業）において、他者と協働する能力も修得させてきた。入学直後の1年生（15歳）

では、「アクティブラーニング入門」（全1年生必修）を開講し、高専5年間の学びの基礎として、学

び方を学ぶ導入授業を実施した。この授業の後半は、社会課題を探求し、グループで発表する場とし、

授業担当は教育工学の専門家を新規採用した。続いて全4学科（機械、電気情報、都市システム、建築）

の2、3、4年生全員と全教員で行う学年学科横断型PBL科目「Co+work」を開講し、学年学科がうまく

混ざるよう編成した9~10名のチームに教員1名がファシリテーターとして付き、1年をかけて学生自ら

が問題発見、問題解決を行うプロジェクト型の授業を展開した。            
２ 全４学科 3 学年横断型 PBL 授業 Co+work の成果の概要 

本取組の成果の１つは「自律・協働・創造」の

能力養成に主眼を置いたPBL型授業科目の設置

およびそれによる学生の能力向上である。２つめ

は、教員相互の授業運営に対する学び合いを促す

仕掛けの導入による授業力向上である。本取組で

特色としている学生の感情把握については、新た

に開発したふりかえりシートを用いて実践し、分

析結果を国際学会で発表、公開している。また、

学生のCompetencyの変化を民間のPROGテスト

用いて実施し、全学生へ学級担任から面談によるフィードバックを行った。分析の結果、図１に示す

ように、2016年の授業導入前の調査、つまりこれまで学年進行に伴い変化の無かったCompetencyが、

導入後2017年以降、明らかに伸びており、特に4年生の成長が大きく、同年齢の理系大学4年生（年齢

としては2学年上）のCompetencyを上回る結果を得ている。 
３ 学生の成長とその条件 

学生が成長するために重要であった要素として、主体性や協働性を育成するために、授業において

多様な環境を準備したことが挙げられる。Co+workで実施した全学科2，3，4年生混合は、特に、2年
生と4年生を混ぜることが大きな効果を発揮した。これは、4年生は立場としてリーダーシップを発揮

し、2年生はそれを見て、4年時に実践するという仕掛けが決め手であった。また、学生自身がテーマ

を決めることは「自分事にする＝当事者意識」を持つ上で重要であり、チーム内外の他者から任せら

れること、それを実行し達成することで自信につながり、主体性が芽生える。加えて、教員がファシ

リテート/コーチングしてテーマのブラッシュアップを促す働きかけは必須であり、そのための全教員

へのFD研修や9項目5段階のルーブリックを学生と教員が共有し現場（Co+work）で実践できる環境

（PBL授業運営力の養成）が教員の成長、そして学生の成長へとつながった。 

図1 PROGテストの結果 
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「学生自身による学修のPDCAサイクルの確立」に向けて 
－「教学マネジメントの確立」との両輪を目指して－ 
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１．本学における教育改革に係る取組と背景 
学生が、卒業後に社会で活躍するためには、大学において「何を目的として、どのような内容を、

どこまで学ぶのか」等を主体的に考え、実践できる力を身に付けることが非常に重要であり、本学
では、教育の質保証・向上のためのサイクルの中に次の①及び②の取組を構築し、「学生自身によ
る学修の PDCA サイクルの確立」を目指している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①「学修ポートフォリオシステム」による学修成果の可視化 
学生は、「自己評価レーダーチャート(自身で作成)」と「客観評価レーダーチャート(取得単位、
成績等により自動算出)」を比較し、「何を学び、何が身に付き、何が身に付いていないか」等
を視覚的に確認し、「学修の振返り」や「目標設定」ができる点が最大の特長。 

②「授業収録配信システム」によるアクティブ・ラーニングの促進 
授業内容をデジタルコンテンツ化し、LMSで配信することで、学生は、「いつでも、どこでも、
繰り返し、理解できるまで」学修することができる点が最大の特長。 
 
さらに、本取組の実質化、質の担保等を目的とし、関連テーマに基づくセミナー等の開催、学

外の有識者によるアクティブ・ラーニング化に向けた授業デザイン、取組検証の一環としての学
生からの意見聴取、学外の有識者等を委員とする評価委員会の開催等を行っている。 

 
２．取組の成果と現状 

①学修ポートフォリオシステム 
・「レーダーチャートで自分に足りない能力が可視化でき、履修計画の参考にした」等、学生から
概ね好評であった。 

・「学修の振返り」を入力した学生群は、入力しない学生群より GPA 平均が高い傾向にある。 
・学生の「学修の振返り」については、学科毎の特徴が出ているのに対し、「学修目標設定」につ
いては、学科による大きな特徴の差異はなく、全学でほぼ同様な傾向となっている。 

・「レーダーチャート」により、学生ごとの特徴（例：評価項目「〇〇力」が伸びた等）が見られ
るため、個々の学修指導に有効であった。 等 

②授業収録配信システム 
・「復習用授業コンテンツ」：授業中に理解が十分でなかった部分の復習に有効であった等、学生
や教員から好評であった。 

・「予習用授業コンテンツ」：反転授業等に活用され、能動的学習の促進につながった。 
・本システムの利用により、学生の授業外学習時間が増加した。 等 

 
３．今後の課題と展望 
・「レーダーチャート」結果をふまえた、科目、カリキュラム等に対する PDCA の実施。 
・適切な「学修目標」設定を促すための教育やフィードバック等の個別指導の充実。 
・入力率向上・利活用促進のための、学生が利用する諸システムの統合。 
・「学修の振返り」入力と「GPA 平均」の相関の検証。 等              
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